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病院歯科における実習について         岡崎市民病院歯科口腔外科 

                         統括部長 山田祐敬 

 
 少子高齢化を背景とした人口構成や疾病構造の変化により、国民医療の提供体制も

大きく様変わりしつつあり、病院の機能も救急対応型、急性期対応型、亜急性期対応

型、慢性疾患対応型、長期療養型、リハビリテーション病院などの細分化が進み、こ

れに緩和ケア病棟やホスピス病棟も加わり多岐に亘るものとなっています。全国には

こういった病院が約９４００ありますがこのうち歯科の併設は１３００程度で、歯科

衛生士の勤務状況は、２名２９％、１名２３％、３名１８％、０名１５％（病院によ

り看護師さんが勤務）、その他１５％（3 名以上および解答なし）です。病院歯科業務

として、口腔外科治療、感染症や有病者歯科治療、口腔ケアなどが取り組まれていま

す。なかでも最近では、口腔ケアが各方面で注目されてきています。医療の方向性は、

安全・良質医療の提供を基盤に、標準化、合理化が進められ、予防医療、施設基準、

専門性やクリニカルパスの導入などが図られ、多くの局面でチーム医療が推進されて

います。特に歯科衛生士の係る業務としては、院内感染対策委員会、NST（Nutritional 

Support Team）、口腔ケアチームへの参入です。メンバーには医師、歯科医師、看護

師、歯科衛生士、管理栄養士、介護士、言語聴覚士などが加わります。口腔ケアとは、

主に高齢者や要介護者に対し「口腔の疾病予防、健康保持・増進により QOL の向上を

目指した科学であり、技術である」とされていますが、急性期病院において、セルフ

ケアの出来なくなった急性期からの対応、周術期対応、ICU や亜急性期に対する対応

が、疾患の憎悪、余病防止や早期離床、在院日数の短縮にも繋がるとして注目されて

きました。このような観点から医療人としての自覚を再認識し、一般医学知識をひろ

め、他職種の人々と共通の言語を持ち、価値観が共有できるよう目標を持ってくださ

い。視野を広め、知識・技術を高める絶好の機会だと思います。 

どこまで脱皮、飛躍できるかは自主参加意欲と自助努力次第です。 
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三河歯科衛生専門学校  
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１ 第Ⅱ期臨床実習を終えて 
（Ⅱ期臨床実習アンケートを中心として） 

「実習内容で費やした時間の多いもの」

は、診療補助が５６％でⅠ期とあまり変

化はない。見学は１５％でⅠ期の１８％

から少し減り、予防処置・器具準備がそ

れぞれ３％ずつ増えた。 

「実習施設以外での時間の使い方」は、 

実習帳記入が６９％で、Ⅰ期同様実習記

録に多くの時間を使っている。 

「努力したこと・勉強になったこと」は、 

バキュームテクニック・ライティングがⅠ期

の２７％から１８％に減り、スケーリン

グ・口腔衛生指導・印象採得が１３％増

加した。実習内容もより深化したようだ。 

「臨床実習の感想」は、『Ⅰ期とはまた違

った新しいことを学ぶ事ができた』、『患

者さんを思いやることはどういうことな

のか、本当の意味を知る事ができた』な

どがあった。実習で注意されたことや、

できなかったことを真摯に受け止め、愚

痴を言うのではなく、前向きに努力して

いこうとする姿勢の学生もみられた。 

＊Ⅲ期事前指導では、スケーリング操

作・TBI の実技検定を行いました。また、

Ⅰ・Ⅱ期でやってきたことがⅢ期の実習

に繋がり、ステップアップした実習とな

るよう一人一人がこれからの目標をたて

ました。 

２ 施設実習の感想 

＜知的障害者更正施設 藤川寮＞ 

『福祉というものを考えさせられた実習

でした。最初は、驚かされたり目をそら

しそうになったりもしましたが、接して

いるうちに、その人の「個性」として受

け入れることが大切だと気づきました。』 

＜特別養護老人ホーム まどかの郷＞ 

『何か手助けをして「ありがとね」と言

われる度、温かい気持ちでいっぱいにな

り逆に私が励まされている感じがしまし

た。もっと誰かの役に立ちたいです。』 

＜老人保健施設 ヴィラ葵＞ 

『利用者の方々を見て、よく 

食べられることは、健康や 

長生きの源だと思いました。 

人生の大先輩のお話を伺い、明るい 

職員の方々と出会い、とても貴重な体験

をしました。』 

３ 心身障害者健診の感想 
 去る８月８日、「岡崎市福祉の村」にて

実施された心身障害者健診の事業に今年

も２１名の学生が参加しました。 

『先生や歯科衛生士の方が、とても慣れ

た手つきでてきぱきと動いている姿に圧

倒されました。また、患者さんへの声か

けを上手にすることがいかに重要かとい

うことがわかりました。』 

＊本年度から、指導者の方々にも原稿を

お願いすることになりました。初回は 

岡崎市民病院の山田先生に 

書いていただきました。 

４ １０月の主な行事予定（2 年生） 
・臨床実習Ⅲ期終了 10／20（水） 

・全国統一模擬試験 10／25（月）    

・研修旅行 10／27（水）～10／29（金） 
（横浜・東京ディズニーランド・東京歯科大学） 


